
マンスリータイムズ
３月号 県立はまゆう支援学校

平成２４年３月２３日（金）の修了式で、平成２３年度の取り組みが終了しました。
春の入学式・学部遠足から始まり、夏の水泳、秋の運動会・文化祭、冬の学部マラソン大会・卒

業式そして、学部行事や交流学習、校外活動と、児童生徒たちは、一年間の取り組み(学習)を通し
て、一人ひとりが成長しました。

☆ 第３３回高等部 第３５回小学部・中学部 ☆卒 業 式
、 、３月９日(金)に 多くの来賓や保護者の方々に出席していただき

「第３３回高等部卒業証書授与式」を、そして、３月１６日(金)に
は 「第３５回小学部・中学部卒業証書授与式」を行いました。、

はまゆう支援学校を卒業する高等部の２８名（男１２名・女１６
名）は、学校長から卒業証書を受け取り、送る言葉・別れの言葉で
は「未来の自分へ」と題して、はまゆう支援学校での思い出を振り

、 「 」 、 。返り 最後には全員で 道 を合唱し 新たな旅立ちとなりました
２８名の進路先は、就職５名、移行・訓練１５名、作業所入所等２
名、生活介護１名、その他５名となっています。

小学部・中学部の卒業式は、送る言葉・別れの言葉で「絆みんな
友だち」と題して、思い出をつづってくれました。

小学部卒業生の１２名（男９名・女３名）は、本校中学部に１１
名、地域の中学校に１名が進学します。中学部卒業生の１５名（男

９名・女６名）は、本校高等部に１４名、高等学校に１名が進学し
ます。

卒業生の皆さんの、新たな環境の基での更なる成長を期待してい
ます。

☆ 卒業・お別れ遠足（小・中・高等部） ☆
卒業式を間近に控え、各学部の卒業生たちは、友達との楽し

い思い出づくりとしてアドベンチャーワールドで素敵な一日を
過ごしました。

口火を切ったのは高等部３年生。２月１６日、肌寒い一日で
したが、ケニア号に乗って動物を見たり、ジェットコースター

でスリルを味わったり、思
、い思いに食事や買い物など
。友達や先生と楽しみました

続いて、小学部６年生、
３月１日にみんなでスクー
ルバスに乗って出かけました。かわいいペンギンやパンダに釘
付けになった人、ふれあい広場でえさをいつまでもあげていた
人など、時間の経つのも忘れていました。

最後は中学部３年生、３月７日に行きました。午前中は１５

人全員での行動。まずはみんなでケニア号に乗り、次のイルカ
ショーの見学では、イルカの連続ジャンプやイルカトレーナー

たちの格好いい様子に拍手、拍手の連続で大満足でした。午後は班別活動で、あらかじめ決めてお
いた行動計画に従って活動しました。

それぞれの楽しかった一日、アドベンチャーワールドで友だちとの絆が更に深まりました。




